別紙様式
平成２３年度６月補正予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　　目：健康増進対策費
	事業名:健康危機管理対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　健康福祉部　保健医療課　地域保健・健康増進担当　電話番号：058-272-1111（内2548）

　　　　 　　　　　 　精神保健福祉担当 　　　電話番号：058-272-1111（内4806）

　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：16,058千円
（現計予算額：23,860千円　　　補正後予算額：39,918千円）
	要求内容


	１　要求の内容


（１）保健師の派遣

　　　東日本大震災の被災地を支援するため、保健師を派遣し、被災者の健康調査、健康相談、健康チェック、避難所の衛生対策活動等を実施する。
　　　ア　派遣期間

　　　　　平成２３年３月１６日～１０月３１日（２３０日間）
※予算計上は４月１日より
　　　イ　派遣人員

　　　　　・１日あたり　保健師３名（県１名、市町村２名）　事務職員（県）１名

　　　　　・１班あたり活動期間　６日間（移動日含む。）

　　　ウ　派遣先

岩手県陸前高田市

（２）心のケアチームの派遣
　　　同震災の被災地を支援するため、心のケアチームを派遣して、ストレス反応や精神疾患の見られる人をスクリーニングするとともに、必要に応じて医療提供、専門相談等を実施する。
　　　ア　派遣期間

　　　　　平成２３年４月２６日～１０月３１日（１８９日間）

　　　イ　派遣人員

　　　　　・１日あたり　医師１名、看護師１～２名、福祉士・心理士１名、事務１名

　　　　・１班あたり活動期間　７日間（移動日含む。）

　　　ウ　派遣先

福島県南会津郡
	２　所要経費


（１）保健師の派遣　　　　　12,534千円( 4,538千円)　　（　）内は補正要求額
（２）心のケアチームの派遣　27,384千円(11,520千円)
	これまでの取組と成果


	１　これまでの取組状況


（１）保健師の派遣
　平成２３年３月１１日の東日本大震災発生後、県及び市町村保健師ならびに県事務職員による支援チームを編成し、３月１６日から岩手県陸前高田市の高田第一中を拠点に、被災者の健康支援等を実施している。４月末現在で１２班計４４名の職員を派遣した。
（２）心のケアチームの派遣
　同震災発生後、医師、看護師、福祉士・心理士、事務職による支援チームを編成し、４月２６日から福島県南会津郡の南会津保健福祉事務所を拠点に、被災者の心のケアを実施している。４月末現在で２班計９名を派遣した。
	２　これまでの取組に対する評価


（１）保健師の派遣

　活動の早期においては、市の災害対策本部や現地保健所が機能できない状況の中、避難所を中心に派遣者自ら要支援者の状況等を把握し、自ら考え主体的な自己完結型の支援活動に努めた。その後、現地保健所によるマネジメントの実施、全戸訪問による健康福祉調査の実施、仮設住宅の建設や物資の充足など状況の変化に対応しつつ、その時々の健康ニーズに応じ、他県の支援チームや現地職員と連携しながら支援活動を実施している。活動場所は、地震と津波により壊滅的な被害を受けた地域であり、被災地における住民の健康支援ニーズは大きく、さらに、長期化する活動の中現地職員の疲労も蓄積しているため、現地職員に対する支援も含め引き続き派遣保健師による支援活動が必要である。
（２）心のケアチームの派遣

　　被災地では、避難所や旅館・ホテルを巡回して、ストレス反応や精神疾患の見られる人のスクリーニングを実施している。被災地における住民の精神医療へのニーズは大きく、被災者や長期化する活動で疲労を蓄積した現地職員に対する支援も含めて引き続き心のケアチームの派遣による支援活動が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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